
原発事故から12年〜当時のことを思い出し
今のこと・先のことを考える

今中哲二 講演会
&

たらちね 活動報告会
311から12年…

「あの日」から2度目の卯年。震災生まれの子どもたちは自分の力で進路を決め、未来を描く年齢

になりました。この間、世代の責任を担う私たち大人は、何を考え、何を行い、大切なものをどう

守ってきたのか。

人間と自然の共存、そして、過去と未来を思う12年目の時です。

多くのみなさまと共に、この日を過ごせること願っています。ぜひ、ご参加くださいませ。

今中哲二 プロフィール

2016年京都大学を定年退職し、現在京都大学複合原子力科学研究所研究員。

専門は原子力工学。大学院時代より日本の原子力開発のあり方に疑問を持ちはじめ、研究者としては、原子力

を進めるためではなく原子力利用にともなうデメリットを明らかにするというスタンスで研究を行ってきた。

広島・長崎原爆投下による放射線被曝量の評価、チェルノブイリ原発事故影響の解明、セミパラチンスク核実

験場周辺での放射能汚染の現地調査などに従事。2011年3月の福島第一原発事故以後はもっぱら福島の問

題に専念。『原子力研究グループ：http：//www.rri.Kyoto-u.ac.jp/NSRG/ 』



開催日時：2023年3月11日(土) 10:30̃16:00

開催場所：いわき産業創造館６階 企画展示ホール（ラトブ６階）
＊JRいわき駅 徒歩1分
＊駐車場400台収容 2時間まで無料（6階事務室で無料スタンプを押してください）

【ZOOM・リモートでのご参加は下記URLからどうぞ！事前申し込み無しで結構です】
https://us06web.zoom.us/j/87212391029?pwd=QUIvdEJZSzZjQldKQ2ZrSzI0VXRWQT09

パスコード：751013 
ウェビナーID：872 1239 1029
ZOOM QRコードはこちら →

【当日タイムスケジュール】

10:30̃12:00 今中哲二講演会

12:00̃13:30 休憩

13:30̃16:00 たらちね活動報告会

※以下の方は会場参加をご遠慮くださいますようお願いします※

n 37.5℃以上の熱がある場合
n 咳、咽頭痛、風邪などの症状がある場合
n 新型コロナウィルス感染症陽性とされた方の濃厚接触がある場合
n 過去２週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域への訪問

歴及び当該在住者との濃厚接触がある場合

【主催者/問合わせ】 認定NPO法人いわき放射能市民測定室たらちね
福島県いわき市小名浜花畑町11番地の３カネマンビル3階
電話：0246-92-2526 Fax：0246-38-8322 Eメール：toiawase@tarachineiwaki.org

【後援】 いわき市教育委員会

〈活動報告・時間割の詳細〉

13:30-14:45

u 心のケア
u 歴史探訪プロジェクト
u 子どもの転地保養
u 甲状腺検診プロジェクト
u たらちねクリニック

14:46 黙祷

14:50-15:50

u 放射能測定ラボ

mailto:toiawase@tarachineiwaki.org

